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シリーズ第８回　将軍野地区

　将軍野の近代史を語る上で、まず出るのは電車や電気の話です。

　電車については、多くの方がそれぞれ述べており耳にする機会が多いので今回は触れませんが、

「秋田に電気をかざした発祥の地が将軍野である」ことが意外と知られていないので紹介したいと

思います。

　土崎の近江谷栄次氏は、明治３０年に近江発電所を設立し、発電事業の認可を受けて将軍野（現在：

土崎南小学校の地）に秋田県では初めて火力発電所（６０キロワット）を建設しました。

　明治３４年から、土崎新柳町や現在の通町・大町・川反・千秋公園などに電灯をともしました。

千秋公園のランプは、１，２００ワットという高輝度で当時の人は「北斗七星

が落ちて来たようだ」と表現していたようです。

　しかし、市民の間では魔物のような電気に対する理解不足もあって事業は

順調では無かったようです。

　その後、近江谷栄次氏の手を離れて秋田発電株式会社となり、幾多の返還

を経て東北電力に引き継がれました。現在、将軍野の地に同社の社員アパー

トがあるのも縁を感じるところです。

　秋田県の電気の先駆けで、将軍野が発祥地であることは近江谷栄次氏の業

績であり、敬意を表することと、土地の人間として知っておかなければなら

ないことではないかと思います。

　　＝秋田に電気をかざした発祥の地＝ 将軍野地区町内会連合会
会　長　秋田谷　一　康


